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各 位 

会 社 名 フ ィ ー ル ズ 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 繁 松  徹 也
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コミュニケーション室長 
畑 中  英 昭

（ 電 話  0 3 － 5 7 8 4 － 2 1 1 1 （ 代 表 ） ）

平成 29 年３月期連結業績予想と実績との差異 
及び持分法による投資損失の計上に関するお知らせ 

当社は、平成 29 年１月 20 日に公表いたしました平成 29 年３月期連結業績予想と本日公表の実績について、下

記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。また、持分法による投資損失を計上いたしましたので、あわ

せてお知らせいたします。 

記

1. 平成 29 年３月期 連結業績予想と実績の差異について

（1）平成 29 年３月期 連結業績予想と実績との差異（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 73,000 △6,500 △7,500 △8,500 △256 円 15 銭

前年同期比（%） △22.7 － － － －

当期実績 (B) 76,668 △5,374 △9,068 △12,483 △376 円 18 銭

前年同期比（%） △18.8 － － - -

増減額 (B－A) 3,668 1,125 △1,568 △3,983 -

増減率（%） 5.0 － － － -

(ご参考)前期実績(平成 28 年 3 月期) 94,476 1,411 1,380 118 3 円 58 銭

（2）差異の理由 

当期の連結業績につきましては、上記（１）の表の通りとなりました。前回発表予想との差異につきまして、売上

高、営業損益は前回発表予想を上回ったものの、概ね想定した範囲内となりました。 

経常損益につきましては、下記第 2 項に記載の持分法投資損失 20 億円を計上したこと等により、前回発表予

想から 15 億円減少し、90 億円の損失となりました。 

親会社株主に帰属する当期純損益につきましては、事業の選択と集中及び経営の効率化により新たに特別損

失 7 億円が発生したこと、及び個別の繰延税金資産の取り崩しにより法人税等調整額 14 億円を計上したこと等に

より、前回発表予想から 39 億円減少し、124 億円の損失となりました。 

2. 持分法による投資損失の計上について

 当社持分法適用関連会社である株式会社ミズホの事業環境及び同社の資産状態等を総合的に勘案した結果、 

同社に対する貸倒引当金及び同社株式評価損等 20 億円を持分法投資損失として計上いたしました。 

 なお、同社の遊技機につきましては、製造販売についての協議が共同事業当事者間で引き続き行われており

ます。 

以上 
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